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■通常事業評価シート【R6年度実施事業／魅力創造部産業政策課による自己評価】 （単位：千円）

No. 事業名
総合計画での位置付け

（個別目標）
事業の目的

（誰をどのようにするか）
事業の手段

（今年度の主な活動結果）
事業の目的達成に

近づいたか
今後の
方向性

事業費
（決算見込額）

人件費
（参考値）

コスト
合計

事業の課題 今後の改善ポイント 備考

1 地域就労支援事業
誰もが社会参加し、活躍
できる場がつくられてい
る

就職困難者などの就労を確保する
ため、雇用の機会と場を創出する
支援を行う。

再就職支援講座などを実施。岸和田貝
塚合同就職面接会を開催。地域就労支
援センターでは相談業務を実施。奨学
金返還支援助成事業を実施。

4：大いに近づいた 継続 3,884            9,207       13,091     市内での就労人口を増加させる
引き続き、就労環境状況を見守り、
求人・求職者のマッチングを図る

2
勤労者互助会支援事
業

誰もが社会参加し、活躍
できる場がつくられてい
る

市内事業所の勤労者福祉対策の充
実のため、その活動を行う事業者
を支援する。

市内勤労者の福利厚生の充実を図り、
その活動を支援。

4：大いに近づいた 継続 7,500            3,115       10,615     会員の脱退と新規加入の伸び悩み
会員のニーズに沿った企業運営によ
り脱退を防ぎ、併せて制度の魅力を
発信し、新規加入を募る

3
中小企業共済加入促
進事業

誰もが社会参加し、活躍
できる場がつくられてい
る

労働者の定着と中小企業の振興に
資するため、勤労者福祉共済制度
への加入を促進する。

勤労者福祉共済制度への加入を促進 3：おおむね近づいた 継続 441               1,571       2,012       新規加入事業所の伸び悩み 制度を広く知らせる

4
日雇健康保険事務事
業

誰もが社会参加し、活躍
できる場がつくられてい
る

日雇い労働者が安心して働ける環
境をつくるため、日雇い健康保険
に関する事務を行う。

被保険者の利便性の確保 3：おおむね近づいた 継続 - 1,879       1,879       被保険者の減少 特になし

5
勤労者団体活動支援
事業

誰もが社会参加し、活躍
できる場がつくられてい
る

勤労者の権利を守るため、勤労者
団体の活動を支援する。

勤労者の権利を守るための、勤労者団
体活動への支援

3：おおむね近づいた 継続 247               363          610          特になし 特になし

6 労働相談事業
誰もが社会参加し、活躍
できる場がつくられてい
る

労働者の権利を広く保護するた
め、労働に関する相談に応じ、必
要な助力・助言を行う。

社会保険労務士による専門相談や市職
員による労働相談

4：大いに近づいた 継続 89                 1,849       1,938       相談体制を確保する 職員が研修等に参加する

7 労働教育啓発事業
誰もが社会参加し、活躍
できる場がつくられてい
る

労働現場でのコンプライアンスに
ついて啓発を行うため、勤労者や
事業主に必要な労働に関する諸法
規や諸制度などの最新情報を提供
する。

年間２回の講座等を開催 3：おおむね近づいた 継続 149               588          737          
いかに聴衆者が聞きたい内容を提供
するかのテーマの設定

引き続き主催者側が周知したい内容
と、聴衆者が聞きたい内容との均衡
を図り、講座のテーマを設定してい
く

8 計量適正化事業
事故や犯罪などに巻き込
まれない生活が送れてい
る

適正な計量の実施を確保するた
め、計量器の定期検査及び立入検
査を行う。

計量器の定期検査　６件
立入検査　２件

4：大いに近づいた 継続 2,237            1,598       3,835       専門知識やノウハウ等の継承
引き続き適正な計量の実施確保に努
める

9 岸和田水門管理事業
災害などの非常時への準
備が進められ、強靭な環
境になっている

高潮や津波の災害に備えて市民の
生命を守るため、岸和田水門を適
切に管理する。

操作試運転　12回 5：達成した 継続 -                    2,542       2,542       水門操作の手順等の共有
引き続き岸和田水門操作員を複数人
確保するとともに、操作マニュアル
の充実化等を図る

10 商工業振興事業
活発な経済活動が行われ
ている

地域の商工業の振興を図るため、
催事の開催や商工業団体に対する
支援等を行う。

商業団体事業への支援（補助金交付）
４件
商業団体が所有する街路灯への電気代
補助　10団体

3：おおむね近づいた 継続 3,703            9,225       12,928     
補助対象経費等商業団体のニーズに
即した支援内容の見直し

補助対象経費等交付要綱を改正し、
事業の整理と適正な事業実施を図る

11 企業経営支援事業
活発な経済活動が行われ
ている

岸和田の産業が将来にわたり成長
していく環境を整えるため、企業
の経営支援を行う。

事業者の創業、販路拡大、人材育成、
デジタル化、省エネ等を促進支援する
補助金を交付。
岸和田ビジネスサポートセンターによ
る事業者の支援を実施。

4：大いに近づいた 継続 53,048          19,239     72,287     

事業者が直面する課題の把握と支援
策の見直し。また、更なる事業効果
を生み出すためには、支援制度の周
知と利用者の拡大が必要

適宜、国や大阪府の動向等を注視し
事業者のニーズ等に即した支援策を
検討する。利用者拡大に向けたPR
活動や他機関との連携による利用者
の拡大を図る
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12 岸和田ブランド事業
活発な経済活動が行われ
ている

地域経済の活性化を促すため、岸
和田ブランドの推進・支援を行
う。

再認定５品について、岸和田産品の魅
力発信のため、イベントへの出展や
SNSでPRを実施

3：おおむね近づいた 継続 1,569            3,276       4,845       市内外への認知度向上
引き続きPR活動を実施し、岸和田
ブランドの認知度の向上を図る

13
岸和田市産業振興基
金積立事業

活発な経済活動が行われ
ている

市域の産業振興と地域経済の活性
化に向けて施策展開を図る資金に
充てるため、岸和田市産業振興基
金を適正に管理する。

寄附金等の積立
寄附件数　１件

1：少し近づいた 継続 12                 73            85            特になし 特になし

14
緑の街角ひろば管理
事業

活発な経済活動が行われ
ている

緑の街角ひろばの施設機能を保持
するため、施設を適切に管理す
る。

トイレ清掃等を岸和田市シルバー人材
センターに業務委託し、適正な施設維
持管理を行う

3：おおむね近づいた 継続 706               602          1,308       特になし 特になし

15
商業共同施設整備助
成事業

活発な経済活動が行われ
ている

地域に密着した安心で安全な商店
街等の形成を図るため、共同施設
の整備に対して、その経費を助成
する。

地域に密着した安心安全な商店街等の
形成を図るため、共同施設の整備に対
してその経費を一部補助
補助件数　３件

2：一定近づいた 継続 2,085            508          2,593       

商店街等の地域商業者を取り巻く環
境は依然として厳しい状況が続いて
いるが、商店街等が存続できるよう
検討が必要

共同施設等の環境改善を引き続き支
援するとともに、商店街等の課題解
決や集客力・販売力等の向上のため
の取組をPRし更なる魅力向上を図
る

16 企業立地促進事業
活発な経済活動が行われ
ている

市内へのホテル誘致や、阪南２
区・丘陵及び臨海地域への産業集
積を図るため、移転及び進出企業
等を支援する。

阪南２区、丘陵地区の産業集積拠点に
係る助成金、新規ホテルに係る助成
金、産業集積促進地区に係る助成金支
給

3：おおむね近づいた 継続 245,576       5,811       251,387   
・企業誘致として情報提供できる事
業用地が枯渇している
・企業立地支援策の充実化

・大阪府と連携し、事業用地の確保
に努める
・オフィスや商業系の企業も含めた
企業立地促進に係る施策の検討

17
阪南２区整備推進事
業

にぎわいや活力を支える
基盤が整っている

市内の住工混在地区の環境改善や
産業の活性化、計画的な土地利用
の促進、市民の憩いの場の創出等
を図るため、阪南２区整備推進事
業用地の有効活用を図る。

埋立造成に伴う下水道整備等に係る調
整

2：一定近づいた 継続 -                    1,816       1,816       
計画どおりに事業を推進するため、
事業実施主体者である大阪港湾局と
の協議・要望を継続する必要がある

大阪港湾局と連携・協議したうえ
で、事業を進めるために必要な取組
をすすめる

18 港湾振興事業
にぎわいや活力を支える
基盤が整っている

港湾の機能を充実させ、港湾の振
興を図るため、その利用促進を支
援するとともに、港湾整備促進事
業に協力する。

木材港地区貯木場の利活用に係る調
査・検討

2：一定近づいた 継続 1,757            5,308       7,065       
貯木場の利活用に向けて、更なる調
査及び大阪府や忠岡町等の関係機関
との連携・協議が必要

関係機関と連携・協議したうえで、
必要な調査や取組をすすめる

19 港振興協会助成事業
にぎわいや活力を支える
基盤が整っている

港湾の振興を図るため、港振興協
会の活動を支援する。

岸和田港振興協会への支援（補助金交
付）　２件

5：達成した 継続 5,327            1,453       6,780       
港湾振興に向けて、港振興協会に対
して必要な支援を行う必要がある

港振興協会に対して補助金や各種情
報提供など必要な支援を行う

20
産業振興基本計画推
進事業

持続可能で信頼される行
政になっている

岸和田市の産業が将来にわたり成
長していく環境を整えるため、産
業振興基本計画の企画、調整及び
進行管理を行う。

岸和田市産業活性化推進委員会を２回
開催
ワーキング会議を２回開催

3：おおむね近づいた 継続 213               4,358       4,571       
産業振興支援計画に即した施設の立
案と実行

引き続き委員との協議を行い、産業
振興に資する施策を検討する

21
産業政策課管理事務
事業

持続可能で信頼される行
政になっている

課内・部内の円滑な運営を遂行す
るため、庶務全般を効率的に行
う。

庶務全般を行う 5：達成した 継続 663               17,873     18,536     特になし 特になし

22 船員法事務事業
持続可能で信頼される行
政になっている

本市近海等で働く船員の海上安全
並びに労働保護に寄与するため、
船員法に関する事務を行う。

船員の雇入・雇止及び船員手帳の発行
等

5：達成した 継続 2                   2,885       2,887       特になし 特になし

23
岸和田市競輪事業基
金返還事業

持続可能で信頼される行
政になっている

岸和田旧港再開発事業を推進する
ため、旧港再開発事業の事業資金
として借入した岸和田市競輪事業
基金への償還を行う。

岸和田市競輪事業基金への償還 5：達成した 継続 75,788          -                75,788     特になし 特になし
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